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兵庫県医師会の概要

人口：５５７．２万人
（2012/03/31）

会員数 ：８，９２６名
Ａ会員：４，５４８名
Ｂ会員：４，１９２名

（2014/04/31）



会員情報システムの歴史

ワークステーションにて会員
管理を行っていたが、「情報
の共有」、「業務の効率化」
等を図るべく、“事務局イン
トラネットの強化”を打ち出
した。

ちょうど、社会現状で“2000
年問題”が目前となってい
たため、その対応を含めた
形で対応することとなった。



会員管理システムの概要（現在）



会員管理システムのトップ画面



会員管理システム 情報画面

［現在のシステムの項目内容］

・基本情報

医籍登録番号、氏名、住所、
生年月日、本籍、性別

・連絡先
電話番号、FAX、E-mail

・付随情報

所属医療機関情報、会員種
別、診療科目、学歴、医会、経
歴等

※ 必要な情報であるか、今一度、検討する必要があり、
会員情報の運用についても検討する必要がある。



各種生涯教育（日医生涯教育・産業保健・健康スポー
ツ医）における申告、履修歴確認等の負担を軽減する
ことを目的にシステム化を実施。

会員個人においては、個人カードの携帯が必要。
また、研修会等においても受付システムの稼働が必要。

生涯教育支援システム



生涯教育受付支援システム
（カード・端末）



生涯教育カードについて

当時は、クレジット機能を付加した兵庫県医師会カード
として発行。情報はICチップ内に格納する仕様。

時代と共に情報管理（セキュリティ）が問われ、仕様規
制（ICチップ保存拒否）が実施。対応策として、磁気
領域に固有情報を格納し対応を図る。

その後、情報管理料等による有料化。その後、カード
離脱者が続出した。

打開策として、「生涯教育カード」を作成する。



生涯教育受付システム



生涯教育受付システム（動作デモ）



会員情報システム・生涯教育支援



会員管理システムの将来像



何のための「会員情報」なのか、目的を明確化する。
(会員個人の情報を把握する為なのか、業務で利用す
る為なのか。)

「会員情報」の名の元に、すべての情報を吸収しようと
しないこと。必要な情報を必要なだけ絞り込む。
（情報の簡素化・軽量化）

システムを肥大化（多目的・多機能化）しないこと。
（システムの最小化／モジュール化）

カスタマイズのコスト高

失敗／反省すべきこと



会員管理におけるHPKIカードの役割

会員管理を利用した会員サービスの展開
医師会の情報リソースの中で、どのように会員サービ
スへ還元できるか、また、そのようなサービスを展開す
る際、win-winの関係を構築できるか。

会員情報の最小限の共通化／受け渡し方
日医・都道府県・郡市区医師会において、必要十分な
共通情報を検討し、簡易に受け渡し出来るような仕組
みも必要。

会員管理システムの将来像




